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2 月 11 日は地区の登録審査会 

でした。 

大滝隊長、佐藤仁隊長、カン 

ナ副長と 4 人で臨みました。 

その際地区へオーストラリア 

の森林火災支援活動へ協力して 

欲しいと成澤副長補を中心に 

1 団として提案を致しました。 

地区も全面的に協力をして頂けることとな

り、山手地区各団に支援のバッチの募金活動を

促してくれることになりました。 

オーストラリアには旅行に行ったことのある

人も多いと思いますが昨年 9 月ごろに自然発生

した森林火災が止まらずにもう 6 か月も燃え続

けています。  

葉っぱが擦れて発生する山火事ですが、被害

が長期化するのは、元を辿れば自然破壊、温暖

化といった人的要因がつよいのかもしれません

ね！ 

 先ずはオーストラリアの森林火災に興味を持

つ事から始めましょう。 

寄り添えば、スカウトは他の人を助けますが見

えてくるのかもしれません。 

今年は地区再編成で「山手地区」が誕生して 10 周

年にあたるため、1 月 25 日（土）祐育館を会場にそ

の記念式典がおこなわれました。ここでは各団の伝統

的出し物を披露するということで、久しぶりのインデ

アンダンスがおこなわれました。 

また、翌 26 日（日）祐天寺の冬季恒例行事、「寒念

仏」がおこなわれ、当団も参加させて頂きました。早

朝からの行事なのでボーイ隊・カブ隊は山手地区行事

に引き続き前夜から泊まり込みの一泊訓練をおこな

っています。 

寒念仏の後はこれも恒例、参加した BS・GS・日曜

学校の子供たちがお雑煮を頂き、ゲームを楽しむ子ど

も大会がおこなわれました。 

2 日間にわたる盛りだくさんの集会となりました。 

新年最初の隊集会はボーイ隊らしく？キャンプで開始し

ました。まずは地区行事の出し物をとして、カブ隊と一緒

にインディアンダンスの練習！一団の伝統に触れること

で、一団の歴史の深さを感じられたのではないかと思いま

す。そして、山手地区 10 年記念式典への参加。 

夕方頃には終わり、冷えた身体を温めるためのご飯づく

り。自分の食べるコメは自分で炊きました！ 

上手くできた人、そうでない人もいましたが、どうすれ

ばうまく炊けるかを掴む良い機会になりました。 

夜間プログラムでは火を囲み夜話を実施し、冷えた身体

を温めつつ語り合い、明日の寒念仏に向けて早めに就寝。 

とても寒い中でのキャンプとなり、また季節外れの雨で

苦労した部分もありましたが、この苦労をバネに、これか

らのスカウト活動に生かしてほしいと思いものです。 

 

 

 

オーストラリア全土で起こっている森林火災につ

いては、深刻な状況が続いており、多くの方が被災

しています。オーストラリア連盟では火災への対応、

再建などへの支援の呼び掛けを開始し、スカウトた

ちが支援を示す同一のバッジをつけて取り組んでい

こうとしています。 

このバッジは、支援に結び付くもので、バッジ購

入により、その売上全額が支援活動へ寄付されます。

バッジはオーストラリア連盟のオンラインストアか

ら購入できます。 

日本連盟でも加盟員および関係者が支援としてこ

のバッジを購入した際に、バッジを各種大会や行事

の記念バッジと同様に制服の右胸に着用できること

とします。着用期限を特に定めませんが、募金初期

に多くの方が着用し、可能な範囲で SNS やホームペ

ージなどで発信していただ 

くことで、より多くの方に 

支援を呼びかけることがで 

きるものと考えます。 

 当団においても成澤スカ 

ウトが活動への参加を呼び 

かけ、地区にも提案したも 

のです。 

（日本連盟の HP を参考にいた 

しました） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

                       久々のインデアンダンス、練習・練習！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５日午後祐育館を会場に山手地区の 10 周年記

念式典が行われました。今回の記念行事では、各団

の伝統芸能を披露するということで、目黒 1 団は伝

統のインディアンダンスを久しぶりに行うことにな

り、本番に向けてボーイ隊と合同で練習を行いまし

た。 

お昼ごろに集合し、行事で披露する出し物の練習

を行います。スカウトはインディアンダンスを行う

のは初めてのため戸惑うかなと思いましたが、意外

にすんなり動作をマスターしたようでした。そんな

中迎えた本番もしっかりとこなすことができ、他団

の人たちにはインディアンダンスは物珍しかったよ

うで、受けも上々だったように感じました。行事は

全体的に堅苦しいものではなく、終始和やかな雰囲

気でおこなわれました。 

 

地区行事が終わり、集会はここからが本番です！すでに夕方ですので、大急ぎで夕食の準備に取り掛かります。

カブ隊では春に 1泊野営を予定しており、そこで野外料理ができるようになるために今回の集会で練習をしました。

メニューは恒例のカレーライスですが、今回はチームごとに予算内で好きな食材を購入して料理することに挑戦し

ました。なかなか食材が決まらなかったり、スーパーのレジで予算オーバーが発覚したり、カレーが焦げかけたり

とトラブル(？)はありましたが、無事にカレーは完成。夕食が済むとリーダーが厳正な審査を行い、優秀と認めら

れたチームには翌日表彰がされました。 

夜間プログラムは、あまり時間の無い中でしたが、隊長から重要なお話がありました。それは、今年のテーマ、

「武士」であることがスカウトに伝えられました。武士とは何か、どのような心構えでいるべきか、などなど…。

ということで、今年のカブ隊は熱い熱い国取り合戦が始まります。乞うご期待ください！夜間プログラムが終わる

と、翌朝は寒念仏子ども大会ですので大急ぎで就寝準備をして消灯となりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26 日、午前 7 時から寒念仏、生憎当日の朝は冷たい雨。ビーバー隊は 1 名のみの参加でしたがお母さんと集合時

期の 5:50 に到着、ボーイ隊、カブ隊のお兄さんと境内に入って、お経が初まるのを神妙な表情で待ちました。御

住職が入場して、お焼香が始まるとお坊さんに教えてもらいながらキチンとお焼香ができました。寒い境内で、お

経を唱えながら立ったり座ったり…「今年も元気にすごせますように」と仏様にしっかりお願いしてきました。 

カブ隊は翌朝、まだ 5 時前ですが起床の 

時間となると、すぐに起きて着替えなどの 

準備を始めるスカウトと微動だにせず寝続 

けるスカウトとできれいに 2 分されていま 

した(笑)急いで準備を済ませ、5 時半ごろ 

にまだ暗い祐天寺の本堂に向けて出発し、 

寒念仏のお勤めに参加しました。 

ボーイ隊も寒く冷たい雨の中のキャンプ 

でしたが、早朝から元気に寒念仏に参加 

しました。 

お勤めの後は会場を祐育館に移して各隊ごとにお雑煮をいただきました。ビーバー隊は一人なので、ボーイ

隊と一緒に「ごはんの歌」を歌っていただきま〜す。 

お雑煮の味は、いつもと同じ BS・GS・日曜学校それぞれの団体の方が作ってくださった温かくて美味しい「醤

油味」「味噌味」「塩味」「お汁粉」の 4 種類。ビーバーも全部の味に挑戦していましたが特に「塩」が気に入っ

ていた様子、ボーイ隊では例年どおり醤油味の人気が高かったようです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ボーイスカウト目黒１団機関紙・らしんばん   編集・作成：団委員会広報担当    No.707 （SINCE1959） 

      富 士 章 を 取 得 し て 

 

私のボーイスカウト人生は、小学一年生の時に始ま

りました。ボーイスカウトの活動は、私に他では経験

できないことをたくさん与えてくれました。仲間たち

とキャンプをしたりハイキングをしたりと、最高の思

い出がどんどん増えていきました。ある時から、先輩

やリーダーが多くのことを学び、レベルアップしてい

く背中を見て、自分もスキルを身につけてさらに価値

のある経験をしたいと思うようになりました。 

今日までの道のりは、確かに楽ではありませんでし

た。1 週間分の荷物を背負い移動野営をしたり、新たに

学んだことを慣れない文章でレポートを作ったり、章

の取得ごとに待ち受ける面接を受けたり。特に富士章

は、新たな分野に挑戦したり、一人でのキャンプや宗

教章の取得など、高度なスキルや行動力が求められる

ことが多かったです。しかし、どんな時にも仲間や隊

長をはじめとするリーダーがそばにいて支えてくれま

した。一人では決して挑むことのできない壁だったと

思います。仲間や先輩方、目黒一団のリーダー方、そ

して両親に感謝の気持ちでいっぱいです。 

この度、富士章を取得させていただいたことを通し

て、私はさまざまな出会いに恵まれ、数多くの経験を

得ることでボーイスカウトにおける技術を向上させる

ことができました。また、大きな目標を達成できたと

いう自信にもつながりました。しかし、富士章の取得

は始まりにすぎません。今回得たスキルや経験を、後

輩スカウトに受け継いでいきたいと思います。 

一人のスカウトとして、さらに成長し、ボーイスカ

ウトの楽しさと素晴らしさを伝えていきたいと思いま

す。本当にボーイスカウトに出会えてよかったです。 

 

ベンチャー隊・成澤スカウト 

最後はゲーム大会。今

年は綱引きです。日曜日

学校、ガールスカウト、

ボーイスカウト、混合で 4

チームをつくり一生懸命

綱を引きました！ 

みんなで美味しいお雑

煮をいただき、元気に遊

んで今年も良い一年にな

ることでしょう。 

 

かねてより、「富士章」にチャレンジしておりました

ベンチャー隊、成澤スカウトが見事取得を果たし、1

月 10 日、東京連盟において富士章の伝達式が行われま

した。 

今回の富士スカウト章は進級過程の改定に伴う新課

程で、技能章を 15 個以上取得するというかなりレベル

が高いものでした。今回伝達を受けた 22 名中、この新

しいシステムで取得したのは一人だけでした！ 

 

成澤スカウトは世界ジャンボリー 

にも IST として参加し幅広い人間

関係を構築しボーイスカウトの素晴らしさを実感出来 

た       一年間だったと思います。 

是非その想いを後輩スカウトへバ 

トンを渡して欲しいものです。 

 

今後のますますの活躍を期待し 

 

 弥栄！ 弥栄！ 弥栄！  

 

 


